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1　は　じ　め　に

・近年，ニホンナシのハウス栽培の増加はめざましいもの

があるが東北地方の栽培事例は少い。一方，ナシ栽培農家

では，経営規模の拡大や単一品種の栽培割合の増加から摘

果や収穫の時期には労働過重になってきている。その対策

として，作期拡大のためのハウス栽培について昭和60年か

ら検討したので報告する。

2　試　験　方　法

品種は，昭和60年が13年生の多摩1樹を供試し，61年か

らは14年生幸水2樹を加え，各々同じ本数ずつ電地に対照

樹を設けた。

施設は，多摩が奥行6．57札，間口6．0m，高さ3．0mの

単棟ノヾイブハウスで，幸水は奥行14．0m，間口2．57札，高

さ2．6m，の2連棟パイプハウスを使用した。被覆資材に

は0．1mのビニルフイルムを使用した。

被覆開始は60年は3月22日，61年は3月l相とした。被

覆の除去は60年が5月14日，61年は7月20日に行った。被

覆期間中は棚上部が30℃をこえないように温度管理した○

また，植物生育調節剤の効果も検討し，ハウス内と霧地

に各々無処理区，ジベレリンペースト処理区，ジベレリン

ペースト＋エスレル処理区を設けた。処理時期は，ジベレ

リンペーストは満開35日後に，エスレルは多摩が満開65日

乳幸水は満開65日後と80日後の2処理とした。

3　結果と考案

（1）生育経過と果実肥大

発芽期及び開花期は表1のとおりで，ハウス内では露地

に比べ10日から2週間程度早まった。

果実肥大経過は61年の幸水を図1に示したが，ハウス内

の方が露地よりも，いずれの処理区とも果実が大きかった。

義1ニホンナシ「多摩」「幸水」の昭和60年，61年における生育経過と果実品質

年 度 及

び品 種
処　 理　 区

発芽 展 英
期　 期

開　 花　 期 収　 穫　 期 果　 実　 品　 質

姶　　 盛　　 終 姶　　 盛　　 終 糖 度　 硬 度　 酸 度　 裂 果
（月 ．日 ） （月 ．日 ） （月 ．日 ） （％） ＊（lb ） （％）　 （％）

60 年

多 摩

ハ
エ ス レル処 理 3．30　 4．18 4．20　 4．22　 4．27 8． 1　 8．10　 も．14 1 3．0　 8．0　　 0．15　　 0

ウ G A 処理 8．13　 8．16　 8．20 13．0　 8．4　　 0．15　　 0

ス 無 処 理 8．2 1　 8．24　 8 ．30 13．8　 8．2　　 0．15　　 0

露

地

エ ス レル処 理 4．15　 4．28 5． 2　 5．4　 5．11 8．22　 8．25　 8．30 1 3．5　 8．6　　 0．15　　 0

G A 処 理 8．26　 8．30　 9． 5 13．7　 8．4　　 0．15　　 0

無 処 理 9． 6　 9． 7　 9 ．14 13．9　 8．8　　 0．16　　 0

6 1 年

多 摩

ハ
エ ス レル 処理 4． 2　 4． 5 4．17　 4．23　 4．2 7 8． 1　 8． 4　 8 ．10 12．6　 8．5　　 0．14　　 0

ウ G A 処 理 8． 6　 8．11　 8．17 12．4　 8．7　　 0．16　　 0

ス 無 処 理 8．16　 8．19　 8 ．24 12．4　 9．0　　 0．17　　 0

露

地

エ ス レル 処理 4．14　 4．29 5． 3　 5．8　 5．12 8．20　 8．25　 8 ．30 12．7　 8．9　　 0．16　　 0

G A 処 理 8．2 7　 9． 1　 9 ． 7 12．5　 9．2　　 0．17　　 0

無 処 理 9． 8　 9．11　 9．17 12．7　 9．1　 0．17　　 0

6 1 年

幸 水

ハ
G A 十エ ス レル 65 4． 1　 4．13 4．15　 4．20　 4．25 8． 3　 8． 7　 8 ．12 1 1．7　 7．48　 0．12　　 21

ウ G A ＋エ ス レル 80 8． 3　 8． 9　 8 ．15 1 1．6　 8．10　 0．12　 11

ス
内
G A 処 理 8． 7　 8．14　 8．19 1 1．6　 7．85　 0．11　　 0

無 処 理 8．15　 8．22　 8．27 12．1　 8．35　 0．11　　 0

露
G A 十エ ス レル 65 4． 9　 4．お 5． 2　 5．6　 5，11 8．25　 8．27　 9． 2 12．0　 7．01　 0．13　　 30

G A ＋エ ス レル 80 8．25　 ＄．30　 9． 5 11．7　 7．00　 0．12　　 25

地
G A 処 理 9． 2　 9． 7　 9．12 1 1．8　 7．88　 0．13　　 0

無 処 理 9．10　 9．14　 9．22 12．3　 7．11　 0．14　　 0

注．果実品質は各々の収穫最盛期のもの，硬度は7／16インチプランジャーのもの。
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図1昭和61年「幸水」の果実肥大経過

また，収穫間際までジベレリンペースト＋エスレル区，ジ

ベレリンペースト区，無処理区の順に肥大が良かったが，

収穫期ではジベレリンペースト区，無処理区，ジベレリン

ペースト＋エスレル区の順に大きかった。

（2）果実の成熟と果実品質

果実の成熟と品質は表1に示したが，熟期はハウス内の

ほうが60年の多摩で14日，61年は両品種とも20日前後促進

された。また，ジベレリンペーストとエスレルの併用処理

により，更に2週間程度促進され8月上旬の出荷が可能で

あった。

果実品質は，ハウス内のものが多少糖度と硬度が低い傾

向を示したが，果面の汚れが少なく果実肥大も良く食味も

変わらないことから，総合的には竃地に比べ品質が劣らな

かった。

（3）新梢の生育と花芽着生

新梢の生育は図2に示した。新梢停止期は，ハウス内で

2週間程度早まったが，発芽期からの積算でははば同時期

であった。また，ハウス内の新梢の節間長は表2のとおりで，

いずれの年においても裔地よりも長く，徒長気味であった。

花芽の着生は表3に示した。ハウス内では，生育初期に

果台や前年のえき花芽からの新梢の発生が多く，短果枝の

花芽の着生が減少する傾向が認められた。そこで，62年に

2年枝を棚面からの角度を3種類に分けて誘引したところ表

4のように．450以上に誘引した場合，水平に誘引したも

のよりも生育初期の新梢の発生が少ないことが認められた。
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6．86．18　7．87．28　8．16

図2　昭和61年「幸水」
の新梢生育経過

表2　ニホンナシハウス栽培における新柄の節間長

品 種 60 年 多 摩 6 1 年 多 摩 61 年 幸 水

処 理 （mm ） （m ） （m ）

ハ　 ウ　 ス 42．5 44．6 4 5．4

露　　　 地 37．1 3 7．1 3 2．0

注．調査時期は各々の新梢停止期

表3　ニホンナシ「幸水」の花芽の着生

処 理
花 芽 率　 花 芽 径　 新 梢 率　 えき花芽率
（％）　　 （m ）　　 （％）　　 （％）

ハ ウ ス 28．6　　　 5．3　　　 63．0　　　　 58．0

露　 地 72．1　　　 5．6　　　 26．0　　　 4 3．8

注．花芽率＝100×2年枝の短果枝花芽数／（2年枝の
短果枝数＋2年枝の新梢数）
新梢率＝100×2年枝の新梢数／（2年枝の短果枝
数十2年枝の新梢数）

以上のことから，東北地域でも3月中旬からハウス栽培

し，ジベレリンペーストとエスレルの併用処理をすること

により8月上旬の出荷が可能である。

また，ハウス栽培をすることにより果台や前年のえき花

芽からの新梢の発生が多くなるが，棚面からの角度を450

以上にすることにより新梢の発生を抑えることができる。

今後は，ハウス栽培に適したせん定方法や，中生品種の

適応性について検討する。

表4　ニホンナシ「幸水」のハウス内における2年枝上の新梢生育（昭和62年）

700　～　900　　　　　　　　　450　－　600

調査期。1）先端長2）習親3）嘉梢薫　先端長　票び出品　嘉梢藍
（α）　　（％）　　（仰）　　（仰）　　（％）　　（仰）

0　　～　　300

先端長　票び出長　嘉梢裟
（仰）　　（％）　　　血）

5月22日　50・8　削，子吉ニ3，乱4　≡主：言）≡宣：i，24・6　詔，（至…二号）
97．6　　　34．2　　　73．7　　　68．8　　　23．3　　　79．3　　　61．7　　　56．4　　195．9

6月13日　7一㌧■リ　　（0．0）　嗣）　　　　　話芸）（ia：姦）　　　　（蓋右：丘） （144．1）

注．1）：2年枝の先端伸長量　2）：2年枝1本当たり発生新梢数　3）：発生新柄の合計伸長量
2年枝1本当たり頂芽数

（）は先端の3個の頂芽を除いた値
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